
【記入例】外国送金依頼書（兼払戻請求書）

項番1-6　送金指定日や署名等に関する項目

【記入例１】通常送金の場合

【記入例２】郵送手続きの場合

【記入例３】相続/代理人受付の場合

送金指定日：送金日の指定ができない場合、未記入で提出することができます。

本紙受領後、お客さまにご確認のうえ送金指定日を弊社担当者にて記入させていただきます。

【相続】ご相続人の印鑑を捺印します。

印鑑は相続届に押印した印鑑が望ましいですが、別の印鑑やサインでも可能です。

【代理人】名義人の印鑑を捺印します。

送金指定日：送金日の指定ができない場合、未記入で提出することができます。

本紙受領後、お客さまにご確認のうえ送金指定日を弊社担当にて記入させていただきます。
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項番 項目

1 外国送金取引規定条項への同意

3 依頼者ご住所

5 依頼者TEL NO.

6
依頼者生年月日

（個人顧客のみ記入）

・個人のお客さまは、名義人の生年月日を西暦で記入します。

【記入例３：相続】

・相続届が出金の証を兼ねているため、生年月日の記入は不要です。

・依頼内容に不明な点があれば確認の連絡が取れるよう電話番号を記入します。

・ご連絡が付かない場合は、送金指定日に送金ができない場合がございます。

・依頼者の当社届出住所を記入します。

【記入例３：相続/代理人】

・ご相続人の住所を記入します。

・手続者が代理人の場合、名義人の住所を記入します。

4
依頼者署名または記名捺印

（訂正不可）

・依頼者本人が当社届出の署名または記名、捺印を行います。

【記入例３：相続/代理人】

・ご相続人（手続者が代理人の場合代理人）の署名または記名、捺印をしていただきます。

　署名または記名は「故●● 相続人△△」（手続者が代理人の場合、「故●● 　相続人△△

　代理人□□」）のように記入します。印鑑は相続届に押印した印鑑が望ましいですが、

　別の印鑑やサインでも可能です。

2 送金指定日

・送金指定日を西暦で記入します。

・送金先の国や送金通貨取扱国の休日によっては、送金を行うことが出来ない場合があるため

　注意します。

【記入例２：郵送】【記入例３：相続/代理人】

・送金日の指定ができない場合は未記入でご提出いただき、弊社担当者にて記入させていただ

　きます。

・手続者が代理人の場合、「●●（名義人名）代理人 △△（代理人名）」など、名義人と代理人

　の氏名を記入し、名義人届出印を押捺します。

・未成年者との取引の場合、「●●（名義人名）法定代理人 △△（法定代理名）」など、名義人

　と親権者の氏名を記入し、名義人届出印を押捺します。

項目説明・記入方法

・当社の外国送金取引規定条項に同意いただきます。

・外国送金取引規定はExcel帳票の「外国送金取引規定」シート、もしくは弊社当者より手交した

　リーフレットを参照します。
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２．記入例と項目の説明　項番7-47　送金金額・決済方法・手数料等に関する項目

項番 項目

7
送金通貨

（訂正不可）

項目説明・記入方法

 該当の送金通貨を選択します。USD、JPY、EUR、AUD以外の場合はその他を選択のうえ（）内に通貨を記入します。

8
送金金額

（訂正不可）

・送金金額を記入します。外貨の場合は小数点第二位まで記入します。

　手数料区分により記入方法が異なるため、項番43もご参照ください。

　（個人のお客さまは原則「受益者負担（SHAR）」を選択します。）

（例）手数料区分「貴社手数料も含め受益者負担（CRED）」で100万円送金する場合

　　　→送金元本と手数料差引後の金額を記入します。

・下記の場合は未記入でご提出いただき、弊社担当者にて代筆させていただくことが可能です。

 　①相続手続きにてお客さまが記入できない場合

 　②円貨/外貨預金の解約に伴い元利金全額の送金を希望する際、送金日の解約元利金の試算ができず、

　　お客さまがあらかじめ送金金額を記入できない場合

 　③外貨定期預金の中途解約に伴い元利金全額の送金を希望する際、外貨普通預金金利が未確定

　　（週跨ぎの受付で弊社にて中途解約利息試算ができない）でお客さまがあらかじめ送金金額を記入できない場合

項番７ー１０ 訂正不可

3 / 13 ページ

http://sv731pbw00.oad.rtad.local/Scripts/dneo/zsearch.exe?cmd=searchalldisp


9
異種通貨相当通貨

（訂正不可）

11 代わり金引落口座①　通貨

12 口座種別

13 口座番号

14-16 代わり金引落口座②

17 決済方法

18 当日相場（SPOT）利用口座

19 通貨

20 金額

21 NON – EXCHANGE 利用口座

22 通貨

23 金額

10

異種通貨の決済を利用する場合、該当の送金通貨を選択します。（項番11の代わり金引落口座の通貨と同一となるように

します。）USD、JPY、EUR、AUD以外の場合はその他を選択の上（）内に通貨を記入します。

※個人のお客さまについてはドルクロス取引のお取り扱いはございません。

異種通貨相当金額

（訂正不可）

代わり金引落口座を２つ指定する場合、項番11-13と同様に記入します。

・異種通貨の決済を行う場合に、この欄に金額を記入（外貨の場合は小数点第二位まで）し、金額の末尾に「相当」と

　記入します。

　（例①）JPY1,000,000 相当額の USD を送金する場合

　　　　　→項番７は送金希望通貨を選択、項番８の送金金額はブランク、項番９は代わり金引落口座の通貨を選択、

　　　　　　項番17で「当日相場（SPOT）」を選択します。

　（例②）手数料区分「貴社手数料も含め受益者負担（CRED）」でJPY1,000,000 相当額の USD を送金する場合

　　　　　→項番７、８、９、17は例①と同様で、項番10で送金元本と手数料差引後の金額を記入します。

項番17で複数明細を選び、NON – EXCHANGEが含まれる場合に利用する代わり金引落口座を選択します。

NON – EXCHANGEに利用する通貨を選択します。USD、JPY以外の場合はその他を選択のうえ（）内に通貨を記入します。

NON – EXCHANGEに利用する金額を記入します。外貨の場合は小数点第二位まで記入します。

・該当の口座通貨を選択します。USD、JPY以外の場合はその他を選択のうえ（）内に通貨を記入します。

【相続】

・被相続人（故人）の該当口座を記入します。

該当の口座種別を選択します。普通、当座以外の場合はその他を選択のうえ（）内に口座種別を記入します。

口座番号を記入します。当社の円貨預金口座番号は７桁です。外貨預金口座番号は、個人のお客さまは8 桁、法人のお客

さまは７桁、もしくは10桁となります。

該当の決済方法を選択します。複数明細の場合の記入サンプルはP.8を参照します。

※項番18-23は項番17の決済方法で複数明細を選択し、当日相場（SPOT）やNON – EXCHANGEが含まれる場合に記入します。

　当日相場（SPOT）、NON – EXCHANGEを選択した場合は記入不要です。

項番17で複数明細を選び、当日相場（SPOT）が含まれる場合に利用する代わり金引落口座を選択します。

当日相場（SPOT）に利用する通貨を選択します。USD、JPY以外の場合はその他を選択のうえ（）内に通貨を記入します。

当日相場（SPOT）に利用する金額を記入します。外貨の場合は小数点第二位まで記入します。
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24
予約

利用口座

25 予約①予約番号

26 予約①予約金額

27 予約①レート

28-42 予約②-⑥

43
先方銀行にて手数料が

発生した場合の負担区分

44 手数料引落口座

45 通貨

46 口座種別

47 口座番号

予約番号を記入します。

・中継金融機関、受益者金融機関（これらをまとめて以下、先方銀行）で発生する手数料の負担区分を以下の３種類より

　選択します。手数料詳細は「外国為替関係手数料」をご参照ください。

　✓受益者負担（SHAR）･･･弊社手数料は依頼者負担、先方銀行の手数料は受益者負担

　✓貴社手数料も含め受益者負担（CRED）･･･全ての手数料を受益者が負担

　✓依頼者負担（DEBT）･･･全ての手数料を依頼者が負担

・個人のお客さまは原則「受益者負担（SHAR）」を選択します。

・個人のお客さまで「依頼者負担（DEBT）」や「貴社手数料も含め受益者負担（CRED）」を希望される場合は、弊社

　担当者に理由をお伝えください。

予約で利用する通貨、金額を記入します。

※項番24-42は項番17で予約を選択した場合、または複数明細を選択し、予約が含まれる場合に記入します。

口座番号を記入します。当社の円貨預金口座番号は７桁です。外貨預金口座番号は 、個人のお客さまは8 桁、法人のお客

さまは７桁、もしくは10桁となります。

予約を複数利用する際、項番25-27にと同様に記入します。

手数料を引き落とす口座を選択します。その他を選択した場合のみ、項番45-47を記入します。

項番17で予約、もしくは複数明細を選び、予約が含まれる場合に利用する代わり金引落口座を選択します。

該当の口座通貨を選択します。USD、JPY以外の場合はその他を選択のうえ（）内に通貨を記入します。

該当の口座種別を選択します。普通、当座以外の場合はその他を選択のうえ（）内に種別を記入します。

・手数料負担区分の選択によって項番８の金額欄への記入方法が指定されますので、併せて項番８もご確認ください。

・貴社手数料も含め受益者負担（CRED）の場合、送金手数料を送金元本から差し引いて送金します。先方銀行でかかる

　手数料についても、原則差し引きとなります。

・送金先の国によっては、依頼者負担（DEBT）で送金した場合でも送金金額から先方銀行手数料が差し引かれる場合が

　あります。アメリカ向けに USD、タイ向けにTHB を送金する場合はこのケースに該当します。

・手数料区分が依頼者負担で送金金額が高額の場合は、後日先方銀行より高額の手数料が請求される可能性がござい

   ます。

レートは小数点第四位まで記入します。
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２．記入例と項目の説明　決済方法別記入サンプル

①　２つの為替予約を利用してUSD20,000分を送金したい場合

②　総額EUR30,000.00分を送金希望しており、当日相場（SPOT）でEUR10,000.00分、

　　NON -EXCHANGEでEUR10,000.00分、１つの予約を利用して残りのEUR10,000.00分送金したい場合

1つの決済方法につき１つの代わり金引落口

座しか指定できないことに注意します。
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２．記入例と項目の説明　項番48-60　送金目的や送金種類等に関する項目

項番 項目

48 送金目的（35文字以内）

49
国際収支項目番号（IMF CODE）

（任意）

50

「外国為替及び外国貿易法（外為

法）」の規制

対象取引について

51 送金種類

53-54

原産地、船積地

（項番51が仲介貿易、

　貿易（輸入）の場合に記入）

55

仕向地

（項番51が仲介貿易の場合に

　記入）

56-58 外為法に基づく許可等

・当該送金取引が外為法上許可を要するものでないかご確認ください。

・許可を必要としない取引の場合は「不要」を選択します。

・許可を要する取引の場合は「要」を選択し、弊社に許可証を提出の上、項番57に当該許可証の番号、項番58に

　日付を記入します。

59
ご本人口座を経由しない

国外送金への該当有無
該当有無を選択します。該当する場合には別途弊社所定の様式による告知書をご提出ください。

60
支払又は支払の受領に

関する報告書の提出要否

要、不要いずれかを選択します。居住者は次の①～④の条件を満たす場合、日本銀行経由で財務大臣に報告書を提出

する必要があります。（非居住者は提出不要です。）

 

　①本邦から外国へ向けた仕向送金

　②受益者（非居住者）への仕向送金

　③送金金額が3,000万円相当額を超えるとき

　④送金目的が貿易外取引のとき

他で提出される場合は、弊社担当者へその旨お申しつけください。

52

品目名

（項番51が仲介貿易、

　貿易（輸入）の場合に記入）

・項番51が仲介貿易、貿易（輸入）の場合に具体的な品目名（特に魚介類については鮭・　鮪など具体的な魚の

　種類まで）を英文（活字体・大文字）で記入します。

・以下 a または b の場合、弊社にて慎重な確認が必要なため、売買契約書、輸入許可書又は船荷証券等送金の

　理由となる資料の提示をお願いする場合がございます。

　a．品目名があさり、うに、うにの調整品、さるとりいばらの葉、まつたけである場合。

　b．品目名がしじみ、ずわいがに、けがに、赤貝、えび、なまこの調整品、ひらめ、かれい、たこ、はまぐり、

　　 あわびで、その原産地及び船積地域が北朝鮮周辺国（中国、韓国、ロシア、香港、マカオ）の場合。

・また、上記以外でも売買契約書、輸入許可書または船荷証券など、送金の理由となる資料の提示お願いする

　場合がございます。「送金目的に関する資料ご提出のお願い」をご参照ください。

項番51が仲介貿易、貿易（輸入）の場合、当該輸入商品の原産地（英文国名）および船積地（英文都市名）を

記入します。

項番51が仲介貿易の場合、当該輸入商品の仕向地（英文都市名）を記入します。

項目説明・記入方法

・弊社HPに投稿されている「仕向外国送金の「送金目的」英文記入に関するお願い」を参照しながら送金目的を

　英文（活字体・大文字）で記入します。

・スペースを含み35文字以内で記入します。

・任意ですが、送金目的コード（Purpose Code)の指定を希望する場合は、英文の送金目的の最後に（カッコ）

　書きでアルファベット４桁のコードを記入します。

　例：「CANCELLATION FEE（CFEE）」

【相続】

・「TRANSFER OF INHERITANCE FUNDS」と記入します。

送金目的に応じた国際収支項目番号を記入します。

※国際収支項目番号は「日本銀行のホームページ」に掲載されています。

別紙のリーフレット、または弊社HPに掲載の「外国為替及び外国貿易法の対応について」の内容を確認し、該当し

ないことを申告いただきます。

送金種類を貿易外、仲介貿易、貿易（輸入）から選択します。
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２．記入例と項目の説明　項番61-66　依頼者に関する項目

項番 項目

61 依頼者名称

62 依頼者LEI（任意）

63
依頼者住所

市区町村または都市名

64

依頼者住所

都道府県または州・省

（一部の場合を除いて任意）

65
依頼者住所

国名

66
依頼者住所

その他住所

・日本、アメリカ・中国・オーストラリアの場合は記入必須です。

・依頼者住所の都道府県または州・省を英文（活字体・大文字）で記入します。

　

【相続】

・ご相続人住所の都道府県または州・省を記入します。

・依頼者住所の国名を英文（活字体・大文字）で記入します。

【相続】

・ご相続人住所の国名を記入します。

・項番63「市区町村または都市名」、項番64「都道府県または州・省」、項番65「国名」以外の依頼者住所を

　英文（活字体・大文字）で記入します。

・郵便番号の指定がある場合、本項目の末尾に記入します。

【相続】

・ご相続人住所を記入します。

項目説明・記入方法

・依頼者名（名義人名）のみ英文（活字体・大文字）で記入します。

・保険証券番号等を受益者へ通知する場合は、項番83「INVOICEナンバーや保険証券番号等」に記入します。

【相続】

・ご相続人の名称を記入します。

・依頼者が法人のお客さまでLEI（取引主体識別子）を取得し、指定される場合は本項番に記入します。

・LEIとは金融商品の取引を行う法人を識別するための国際的な番号です。

　1～18 桁目（必須）：A-Z／0-9

　19～20 桁目（必須）：0-9

・依頼者住所の市区町村または都市名を英文（活字体・大文字）で記入します。

　KU（区）やSHI（市）は省略可能です。

【相続】

・ご相続人住所の市区町村または都市名を記入します。
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２．記入例と項目の説明　項番67-74　受益者に関する項目

項番 項目

67 受益者属性

68 受益者名称

69 受益者LEI（任意）

70
受益者住所

市区町村または都市名

71

受益者住所

都道府県または州・省

（一部の場合を除いて任意）

72
受益者住所

国名

73
受益者住所

その他住所

74 受益者口座番号

・受益者の口座番号を記入します。

・国内向け送金の場合は店番が必要な場合がございます。

　下記のように記入ください。

　［店番－口座番号］○○○－○○○○○○○

　　（店番(3桁)と口座番号をハイフン「-」でつないだものを受益者口座番号として記入してください。）

・欧州等の IBAN 採用国向けの場合は IBAN を記入し、利用有無は「有」を選択します。

　また、IBAN記入の場合はスペースを空けずに記入します。

　（欧州等の IBAN 採用国向け送金で IBAN の記入が無い場合、経由銀行または支払銀行で追加コストを請求

　　されたり、送金実行が拒絶される可能性があります。）

項目説明・記入方法

受益者が法人、個人どちらに該当するか選択します。

受益者名を英文（活字体・大文字）で記入します。

・受益者が法人のお客さまでLEI（取引主体識別子）を取得し、記入希望する場合は本項番を使用します。

・LEIとは金融商品の取引を行う法人を識別するための国際的な番号です。

　1～18 桁目（必須）：A-Z／0-9

　19～20 桁目（必須）：0-9

受益者住所の市区町村または都市名を英文（活字体・大文字）で記入します。KU（区）やSHI（市）は省略可能です。

・日本、アメリカ・中国・オーストラリアの場合は記入必須です。

・受益者住所の都道府県または州・省を英文（活字体・大文字）で記入します。

受益者住所の国名を英文（活字体・大文字）で記入します。

項番70「市区町村または都市名」、項番71「都道府県または州・省」、項番72「国名」以外の受益者住所を英文

（活字体・大文字）で記入します。また、郵便番号の指定がある場合、本項目の末尾に記入します。
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２．記入例と項目の説明　項番75-82　受益者金融機関に関する項目

項番 項目

75

受益者金融機関

BIC（SWIFT）コード

（8～11桁）

76 受益者金融機関名称

77
国別銀行コード-決済機関

（任意)

78
国別銀行コード-銀行コード

（任意）

79
受益者金融機関住所

市区町村または都市名

80

受益者金融機関住所

都道府県または州・省

（一部の場合を除いて任意）

81
受益者金融機関住所

国名

82
受益者金融機関住所

その他住所

・項番75でBIC（SWIFT）コードを指定した場合は記入不要です。

・項番79「市区町村または都市名」、項番80「都道府県または州・省」、項番81「国名」以外の受益者金融

　機関住所を英文（活字体・大文字）で記入します。

・郵便番号の指定がある場合、本項目の末尾に記入します。

項目説明・記入方法

・受益者が口座を保有する銀行（以下受益者金融機関）のBIC（SWIFT）コードを記入します。

・BIC（SWIFT）コードが不明の場合はお手数ですがお客さまご自身でお調べいただきますようお願い

　いたします。

・BIC（SWIFT）コード未保有先への送金を希望する場合は、項番79-82は記入必須です。（項番80は一部の

　場合を除いて任意記入）

・末尾にXXXがある場合は、XXXを除く８桁を記入します。

受益者金融機関の銀行名を英文（活字体・大文字）で記入します。

国別銀行コード-決済機関を利用する場合、アルファベット５文字を記入します。（ABAナンバーを利用する

場合はUSABA等）

国別銀行コード-銀行コードを利用する場合に記入します。

（ABAナンバーを利用するために項番77にUSABAと記入した場合、本項番にはABAナンバーを記入します。）

・項番75でBIC（SWIFT）コードを指定した場合は記入不要です。

・受益者金融機関の住所の市区町村または都市名を英文（活字体・大文字）で記入します。KU（区）や

　SHI（市）は省略可能です。

・項番75でBIC（SWIFT）コードを指定した場合は記入不要です。

・受益者金融機関の住所の都道府県または州・省を英文（活字体・大文字）で記入します。

　日本、アメリカ・中国・オーストラリア向け送金の場合は記入必須です。

受益者金融機関の住所の国名を英文（活字体・大文字）で記入します。項番75でBIC（SWIFT）コードを指定し

ている場合にも必ず記入します。

10 / 13 ページ



２．記入例と項目の説明　項番83-87　受益者・受益者金融機関宛連絡事項

　項番83-87は任意記入項目です。

項番 項目

84 受益者宛メッセージ（任意)

85
受益者金融機関へのメッセージ

（任意)

86
 現地当局宛て報告事項-送金目的

コード（任意）

87
現地当局宛て報告事項-そのほかの

報告事項（任意）

83
INVOICEナンバーや保険証券番号等

（任意)

INVOICEナンバーや保険証券番号等を記入します。

項目説明・記入方法

項番83以外で受益者へ連絡事項がある場合に英文（活字体・大文字）で記入します。

受益者金融機関へ連絡事項がある場合に英文（活字体・大文字）で記入します。

送金先国により必要とされる場合、各国中央銀行等が定める送金目的コード（現地POPコード）を

記入します。

項番86以外で必要とされる報告事項等がある場合に記入します。
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２．記入例と項目の説明　項番88-95　中継金融機関に関する項目

　項番88-95は任意記入項目です。

項番 項目

88

中継金融機関

BIC（SWIFT）コード

（8～11桁）

89 中継金融機関名称

90
国別銀行コード-決済機関

（任意)

91
国別銀行コード-銀行コード

（任意）

92
中継金融機関住所

市区町村または都市名

93

中継金融機関住所

都道府県または州・省

（一部の場合を除いて

　任意）

94
中継金融機関住所

国名

95
中継金融機関住所

その他住所

・項番88でBIC（SWIFT）コードを指定した場合は記入不要です。

・項番92「市区町村または都市名」、項番93「都道府県または州・省」、項番94「国名」以外の中継金融

　機関住所を英文（活字体・大文字）で記入します。

・郵便番号の指定がある場合、本項目の末尾に記入します。

項目説明・記入方法

・中継金融機関を指定する場合、BIC（SWIFT）コードを記入します。

・BIC（SWIFT）コードが不明の場合は、お手数ですがお客さまご自身でお調べいただきますようお願い

　いたします。

・BIC（SWIFT）コード未保有先への送金を希望する場合は、項番92-95は記入必須です。（項番93は一部の

　場合を除いて任意）

・末尾にXXXがある場合は、XXXを除く８桁を記入します。

中継金融機関の銀行名を英文（活字体・大文字）で記入します。

国別銀行コード-決済機関を利用する場合、外国送金依頼書の「各国決済システム別金融機関コード」シートを

参照しながらアルファベット５文字を記入します。（ABAナンバーを利用する場合はUSABA等）

国別銀行コード-銀行コードを利用する場合に記入します。

（ABAナンバーを利用するために項番90にUSABAと記入した場合、本項番にはABAナンバーを記入

　します。）

・項番88でBIC（SWIFT）コードを指定した場合は記入不要です。

・中継金融機関の住所の市区町村または都市名を英文（活字体・大文字）で記入します。KU（区）や

　SHI（市）は省略可能です。

・項番88でBIC（SWIFT）コードを指定した場合は記入不要です。

・中継金融機関の住所の都道府県または州・省を英文（活字体・大文字）で記入します。

　日本、アメリカ・中国・オーストラリア向け送金の場合は記入必須です。

中継金融機関の住所の国名を英文（活字体・大文字）で記入します。項番88でBIC（SWIFT）コードを指定して

いる場合も必ず記入します。
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２．記入例と項目の説明　項番96-109　真の依頼者/受益者に関する項目

　項番96-109は任意記入項目です。

項番 項目

96 真の依頼者属性

97 真の依頼者名称

98
真の依頼者LEI

（任意）

99
真の依頼者住所

市区町村または都市名

100

真の依頼者住所

都道府県または州・省

（一部の場合を除いて任意）

101 真の依頼者住所　国名

102
真の依頼者住所

その他住所

103 真の受益者属性

104 真の受益者名称

105
真の受益者LEI

（任意）

106
真の受益者住所

市区町村または都市名

107

真の受益者住所

都道府県または州・省

（一部の場合を除いて任意）

108 真の受益者住所　国名

109
真の受益者住所

その他住所

・真の依頼者が法人のお客さまでLEI（取引主体識別子）を取得し、記入を希望する場合は本項番を使用

　します。

・LEIとは金融商品の取引を行う法人を識別するための国際的な番号です。

　1～18 桁目（必須）：A-Z／0-9

　19～20 桁目（必須）：0-9

項目説明・記入方法

真の依頼者が法人、個人どちらに該当するか選択します。

真の依頼者名を英文（活字体・大文字）で記入します。

項番106「市区町村または都市名」、項番107「都道府県または州・省」、項番108「国名」以外の

真の受益者住所を英文（活字体・大文字）で記入します。郵便番号の指定がある場合、本項目の末尾に

記入します。

真の依頼者住所の市区町村または都市名を英文（活字体・大文字）で記入します。

KU（区）やSHI（市）は省略可能です。

真の依頼者住所の都道府県または州・省を英文（活字体・大文字）で記入します。

日本、アメリカ・中国・オーストラリアの場合は記入必須です。

真の依頼者住所の国名を英文（活字体・大文字）で記入します。

項番99「市区町村または都市名」、項番100「都道府県または州・省」、項番101「国名」以外の真の依頼者住

所を英文（活字体・大文字）で記入します。郵便番号の指定がある場合、本項目の末尾に記入します。

真の受益者が法人、個人どちらに該当するか選択します。

真の受益者名を英文（活字体・大文字）で記入します。

・真の受益者が法人のお客さまでLEI（取引主体識別子）を取得し、記入を希望する場合は本項番を使用

　します。

・LEIとは金融商品の取引を行う法人を識別するための国際的な番号です。

　1～18 桁目（必須）：A-Z／0-9　　19～20 桁目（必須）：0-9

真の受益者住所の市区町村または都市名を英文（活字体・大文字）で記入します。

KU（区）やSHI（市）は省略可能です。

真の受益者住所の都道府県または州・省を英文（活字体・大文字）で記入します。

日本、アメリカ・中国・オーストラリアの場合は記入必須です。

真の受益者住所の国名を英文（活字体・大文字）で記入します。

13 / 13 ページ


